
平成２７年度 中山間地域総合整備事業 再評価調書

事 業 名 中山間地域総合整備事業 地 区 名 那賀川西部地区
な か がわせい ぶ

事業主体 徳島県 関係市町村 阿南市

（事業目的）
本地区は、徳島県中央部、阿南市に位置する那賀川沿岸に広がる農業地帯である。地

事 区内では、水稲や野菜、果樹など複合的農業が営まれており、営農意欲のある農家が非
常に多いという一方で、近年は農業従事者の高齢化等により、農作物の生産効率の低下
が進行している。

業 このため、区画整理や老朽化した用排水路の整備、農道の新設・改良を行うことによ
り、優良農地の保全に努め、生産条件の改善や農業所得の向上を図る。更に、農業集落
道など生活環境基盤の整備を総合的に実施することで地域活性化や農業振興を図る。

概
（事業内容）

受益面積 98.7ha
要 受益戸数 623戸

主要工事 農道 2,730m，用水路 8,710m，排水路 1,360m，
区画整理 2.7ha，排水機場 1箇所，農業集落道 790m

総事業費 1,288,000千円
(国55%，県30%，市5%,12.5%，地元農家10%,2.5%）

工 期 平成１８年度～平成３２年度

（事業の進捗状況）
平成２６年度までに農道１，３５０ｍ、排水路４６７ｍ、区画整理２．４ｈａ、
排水機場１箇所、農業集落道２４８ｍを実施している。
平成２７年度末の事業費進捗率は、６２％となっている。

評
（関連事業の進捗状況）
国営総合農地防災事業 那賀川地区（H8～H30） H27年度末進捗率 46.7%
取水堰1箇所 幹支線水路30.3km

（社会経済情勢の変化）
価 本地域では、農業従事者の高齢化と農業後継者の不足及び農産物価格の低迷や資材費
などの高騰により、営農状況は年々厳しくなっているが、ファームサービスが２組織活
動している。このため、用排水路や農道などの生産基盤、農業集落道などの生活環境基
盤の整備により、営農労力の節減や生活環境の改善を図ることが重要になっている。

（計画上重要な部分の変更の必要性の有無）
該当なし。

項 （事業効果の発現状況）
１ 農道３路線が整備されたことにより、農作物の輸送、通作など営農にかかる走行経
費の節減効果が発現している。

２ 河川改修と併せ不整形地が区画整理されたことにより、農地条件が改善され，営農
経費の節減効果が発現している。

３ 排水機場が整備されたことにより、営農及び生活環境が改善されている。
目 投資効率＝総事業効果額／総事業費＝１．０５

（受益農家，関係機関の意向）
阿南市や地元受益農家から、事業の早期完成を要望されている。

（事業の実施方針）
継続して事業を実施する。




